
決議第１号 

 

令和５年度五島市一般会計補正予算（第３号）に対する附帯決議 

 

 上記決議を会議規則第１４条第１項の規定により、別紙のとおり提出

します。 

 

令和５年９月２８日 

 

            提出者 五島市議会議員 中 西 大 輔 
 

                 同      江 川 美津子 
 

                 同      網 本 定 信 
 

                 同      草 野 久 幸 
 

                 
 

                  
 

                  
 

                 
 

                  
 

  

（提案理由）     口  述 

 



令和５年度五島市一般会計補正予算（第３号）に対する附帯決議 

 

令和5年度五島市一般会計補正予算（第３号）には、福江港大津地

区埋立地土地取得事業により、土地取得費用として4億6,248万7,000

円が計上され、本日、可決されました。 

土地取得の目的は、旧岐宿町・旧福江市と長崎県との間で締結され

た確約書を履行するためとなっています。 

五島市が取得後に、戸田建設に売却する土地に関しては市の財政

負担が発生しないものの、民間事業者に貸し付ける土地の取得に関

しては、1億 3,450万 4,000円の費用負担が一般財源から発生しま

す。 

五島市として、市民生活の向上に繋がる明確な活用方針がない状

態で土地を取得し保有し続ける事は、費用対効果の面で疑問が残り

ます。 

つきましては、下記事項に十分留意されるよう強く要望いたしま

す。 

 

記 

そらいいな株式会社を含めた民間事業者に対して土地の売却に努

めること。 

 

以上、決議する。 

 

令和５年９月28日 

五島市議会 



議会議案第５号 

 

核兵器禁止条約の実効性を高めるための 

主導的役割を果たすことを求める意見書 

 

上記の議案を会議規則第１４条第２項の規定により、別紙のとおり提出

します。 

 

令和５年９月２８日 

 

議会運営委員会委員長 谷 川   等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由）  口 述 



核兵器禁止条約の実効性を高めるための 

主導的役割を果たすことを求める意見書 

 

昨年６月に開催された核兵器禁止条約第１回締約国会議では、核兵器の非人道性

を再確認するとともに、核兵器に依存した安全保障を批判し、条約への参加促進や

核被害者援助など、条約の内容を実現する方策を盛り込んだ最終文書である「ウィ

ーン宣言」と具体的な手順や行動を定めた「ウィーン行動計画」が採択されました。 

この会議には、核の傘の下にありながらオブザーバー参加した国があったものの、

核保有国やその同盟国の多くは参加せず、今後、核兵器禁止条約の実効性を高める

ためには、これらの国の参加が大きな課題となっています。 

また、核兵器禁止条約の効果的な運用と発展のためには、核保有国やその同盟国

をはじめ多くの国が参加し議論が行われることが重要です。 

このような中、今年５月には、被爆地である長崎においてＧ７長崎保健大臣会合

が開催され、各国の閣僚により平和公園で献花が行われました。また、同じ被爆地・

広島では、Ｇ７広島サミットが開催され、主要７か国の首脳により核兵器のない世

界に向けた議論が行われました。このように世界のリーダーが被爆地を訪れ被爆の

実相に触れたことは、国際的な注目を集める貴重な機会となりました。 

長崎と広島で被爆した被爆者の平均年齢は85歳を超えています。核兵器のない世

界の実現という被爆者の切なる願いを、唯一の戦争被爆国である日本政府は真摯に

受け止め、次の事項を行動に移すことにより、核保有国と非核保有国の橋渡しに努

めるなど、核兵器禁止条約の実効性を高めるために主導的役割を果たされるよう強

く要望いたします。 

記 

１ 核兵器禁止条約を早期に署名・批准すること。まずは、本年11月に開催予定の

第２回締約国会議にオブザーバーとして参加すること。 

２ その上で、核保有国を含む核兵器禁止条約に署名・批准していない国に対し、

署名・批准を要請すること。 

以上、地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出します。 

 

令和５年９月28日 

長崎県五島市議会      

  



決議第２号 

 

令和６年度予算編成に関する要望決議 

 

 上記決議を会議規則第１４条第１項の規定により、別紙のとおり提出

します。 

 

令和５年９月２８日 

 

            提出者 五島市議会議員 宗   藤 人 
 

                 同      山 田 洋 子 
 

                 同      神之浦 伊佐男 
 

                 同      野 茂 勇司臣 
 

                 
 

                  
 

                  
 

                 
 

                  
 

  

（提案理由）     口  述 



令和６年度予算編成に関する要望決議 

 

五島市では、現下の厳しい財政事情のなか、長引くコロナ禍により大きなダメージ

を受けた地域経済の復活に向け、鋭意努力していることは理解するものの、一日も早

く市民の安心と活気ある日常を取り戻すため、五島市議会として、昨年度に引き続き

新年度予算編成に当たっての要望を決議する。 

 

1. 合併浄化槽の普及率向上のため、浄化槽設置整備事業の予算確保に努められたい。 

 

1. 災害時の情報伝達手段整備及び避難所設備の充実のための予算確保に努められ

たい。 

 

1. カーボンニュートラルの取組を推進するため、ゴミ排出量削減につながる予算確

保に努められたい。 

 

1. 出会い・結婚から妊娠・出産・子育てまでの切れ目ない支援の充実のための予算

確保に努められたい。 

 

1. モバイルクリニックの運用については、多額の経費を要することから、財源の確

保と利用促進のための予算確保に努められたい。 

 

1. 新型コロナウイルス感染症及びインフルエンザに対する医療体制の確保と感染

予防対策のための予算確保に努められたい。 

 

1. 物価高騰等の影響により厳しい経営を余儀なくされている農林水産業の維持・支

援及び繁殖牛・肥育牛などの価格安定のため、さらなる予算確保に努められたい。 

 

1. 市内経済回復のため、観光入り込み客数を増加させるための予算確保に努められ

たい。 

 

1. 航路・航空路について、安定した運航を行うための予算確保に努められたい。 

 

以上、決議する。 

 

令和５年９月28日 

五島市議会      


